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● Web of Scienceとは？ 
●Web of Scienceの使い方 
 ・検索方法 
・分析(analyze)方法 
・Cited Reference Search 
・印刷・保存方法 

   ●JCR (Journal Citation Reports) 
 

平成１６年１２月 
北海道大学附属図書館 
参考調査係 

Tel: 011-706-2973, Fax: 011-746-4595 
E-mail: ref@lib.hokudai.ac.jp 

Web of Scienceの使い方 
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Web of Scienceを使う 
 

Web of Scienceは，「引用文献データベース」で特徴つけられる｀論文同士の引用関係“につい
て調べることが出来るデータベースです。 
○ Web of Scienceの特徴(どんなことができるか？) 
・ 主題，著者，雑誌名，著者所属機関から特定の文献を検索できる。 
・ ある論文が他の論文にどのくらい引用されているかを知ることができる。 
・ 引用論文，関連論文のリンクをたどって知ることができる。 
→論文をたどって特定テーマの発展・展開のようすを知ることができる。 

・ 検索結果(文献)の収載誌の北大所蔵状況をリンクから知ることができる。 
・ 北大で提供している電子ジャーナルのフルテキストをリンクから閲覧できる。 
・ 北大のキャンパス内であれば，EndNoteからも利用できます。 
 
○ 収録データベース 
 Web of Scienceでは３つの引用情報データベースを検索することができます。 
・Science Citation Index Expanded  (SCI-EXPANDED) 1980-present  (自然科学分野) 
・Social Science Citation Index      (SSCI)  1980-present  (社会科学分野) 
・Arts & Humanities Citation Index (A&HCI)  1980-present  (人文科学分野) 
 
○ 北大で利用するには？(Web上で学内どこからでも利用できます) 
 "Web of Knowledge"からアクセスします。 
附属図書館のトップページ ［学術文献データベース］をクリックして 
・ 全分野の[Web of Science]をクリック 
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・ Web of Knowledge をクリックして， 

 
 
・Web of Scienceをクリックして GO。 
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○ 検索方法の選択画面 
 

 
 
 利用するデータベースとデータ年を選択し，検索方法を選択します。 
普通に検索する場合は「General Search」をクリックします。 

 
○ General Search画面 
・ この画面では Topics（論文タイトル・キーワードや主題），Author（著者），Group Author
（グループ名），Source Title（雑誌名），Address(著者の所属機関名や連絡先）の４項目から
検索できます。 
通常の文献検索としてどのような論文があるのかを調べることができます。 
例として 
「McLachlin, D. T. & Chait, B. T. (2001) Curr. Opin. Chem. Biol. 5, 591–602.」 

を検索してみます。 
 
・ 検索に使用できるトランケーション記号は，？，＄，＊の三文字があります。前方一致，中

間一致で使用できます。ただし，トランケーションを使うためには 3 文字以上の語幹が必要
です。 
＄： 字数が０か一字の変化 
 colo$r  →  color, colour, … 
 cell$ →  cell, cells, cello, … 
＊： 字数に制限のない変化 
 stack* →  stack, stacks, stacking, … 
？： 字数一字の変化 
 dosto?evsk*  →  dostoyevsky, dostievsky, dostyevski, dostyevskii, … 

データ年を指定 
現在 1980-2004の
データが検索可 

検索の方法を選択 

データベースを選択。 
複数選択可 
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・ 検索語はフレーズ単位で解釈されます。たとえば，「Liquid Solid」という検索語で検索する
と，「Liquid Solid」というかたまりで検索されます。「Liquid」と「Solid」の両方の語を含
む文献を検索したい場合は，「Liquid AND Solid」というように AND演算子でつなぐ必要が
あります。 
使用できる演算子は 
 AND ： 論理積 
 OR ： 論理和 
 NOT ： 論理差 

SAME ： 同一文（同一センテンス）内の論理積 
   例: Hokkaido Univ SAME eng* SAME phys* 
（ ） ： 演算順の指定 

 
・ 著者名は，姓 名の頭文字の前方一致(*)で検索します。 
例： 平田 龍吾 ： Hirata R* 

 
・ 検索語や演算子は大文字・小文字の区別はありません。 
 
 

 
 

主題や論題，著者名，雑誌名，著者

の所属機関の組み合わせで検索し

ます。 

言語や Document の種類などを指
定することができます。 

検索語を入力して， 
Search をクリックし
ます。 
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○ 検索結果表示画面 

 
 
スクロールバーを下げていくと検索結果の論文数が表示されます。 

  「論題名」をクリックすると，その論文の詳細が表示されます。 
 
○ 詳細画面 

 

論題名 

掲載雑誌，巻号，ペー

ジ，発行年月日 

著者名 

フルテキストへの直接リ

ンク。 

参照文献リストを

表示する 

クリックすると掲載雑誌を北

海道大学 OPACで検索できる 

対象論文と関連性の高い

データを表示する 

当該論文を引用している

文献のリストが表示する 

論文の抄録があれば表示され

ます。ないものもあります。 

JCR へのリ
ンク 
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○ OPACの検索 
「Holdings」の「GO」ボタンで北大 OPACの窓が開き，対象論文の掲載雑誌の北海道大学
での所蔵状況を見ることができます。 

 
 

 
  別ウィンドウで自動的に北海道大学 OPACを検索します。 
 
 
○ 電子ジャーナルの全文表示 
  詳細画面で「View Full Text」というボタンがあった場合，直接電子ジャーナルに掲載され
ている対象論文を見ることができます。 

 
 

 

「GO」ボタンを
押すと 

クリックすると 
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○ Cited References 画面の詳細 
この論文を書くにあたって参照した参考文献（Referenceの文献）を表示します。 

 
 
○ Times Cited画面の詳細 
対象論文を参照（引用）している文献のリストを参照できます。 

 

・引用した著者，掲載雑誌名，巻，

頁，掲載年が表示されます 
・in pressや単行本，WOSに収録さ
れていない雑誌等についてはリン

クしていません 
・遡及データを何年購入しているか

によってリンクしない場合があり

ます。 
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○ 関連する文献の検索 （Find Related Records） 
 
参照している（Referenceに挙げられている）論文が重複している論文を検索します。 

ボタンを押すと自動的に，「参照論文が重複している論文」を重複論文の

多い順に一覧表示します。 
 

 
 
 
○ 文献の分析 
 
分析方法と表示方法を指定して，「ANALYZE」ボタン 

を押すと，検索結果を分析し，ヒストグラムで表示することができます。 
 

 

表示順を指定

する 

表示件数と表示

対象とする最低

頻度を指定する 

対象とする項目

を指定する 
対象とするデー

タを指定する 

指定が終わっ

たら「Analyze」 
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この論文を引用している論文の著者の頻度順は… 

 
 
 
この論文を引用している論文の出版年ごとの件数は… 

 
 

チェックボックスにチェックを

入れ，「VIEW RECORDS」をク
リックすると，該当する論文を抽

出することができます 
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Cited Reference Search 
 
「General Search」では，「Web of Science」に収録された論文を検索しています。 
「Cited Reference Search」では，収録された論文の参照文献から検索することができます。 
このため，「Web of Science」に収録範囲外，あるいは購入範囲外の論文や図書などを参照してい
る論文を調べることができます。 
 
例 

Tanaka, K., Waki, H., Ido, Y., Akita, S., Yoshida, Y., Yoshida, T.  
“Protein and Polymer Analyses up to m/z 100 000 by Laser Ionization Time-of-Flight  
Mass Spectrometry” 
Rapid Commun. Mass Spectrom. Vol.2 No.8, pp.151–153 (1988). 

 
の引用状況を調べます。 
この論文は，「Web of Science」の収録範囲外（雑誌「Rapid Communication in Mass 
Spectrometry」の収録範囲は，1992年以降）のため，「Cited Reference Search」から探します。 
 
 
○ 検索画面 

 
 
検索条件を入力して「SEARCH」ボタンを押します。 

 
Cited Authorは，姓と名のイニシャル（3文字まで）を入力します。 

  例： 平田 龍吾 ： Hirata R* 
Cited Workは，20文字以内に省略された雑誌名を入力します。 
Cited Yearは，その論文が発表された年を入力します。 

 
 
 

雑誌名 

発行年 

著者名 

入力したら 
「Search」 
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論文リスト画面 
 

 
 
探している論文をチェックして，「Finish Search」をクリックします。 
引用した論文の引用の誤り，あるいは，データベースの収録時の入力ミスか，巻号やページ

が明らかにまちがっているモノがありますので，これら，同一と思われる引用データもチェ

ックします。 
 
 
○ 引用論文の一覧画面 

 
この後は，「General Search」の場合と同様に展開します。 

雑誌名，著者，巻号，

ページから，該当する

論文をチェックする 

論文を選択したら，

「Finish Search」 
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○ Analyze画面 （著者頻度順） 

 
 
○ Analyze画面 （出版年順） 
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検索結果の印刷・保存など 
 
検索した結果を，「印刷」，「ファイルへ保存」，「e-mailで送信」することができます。 
（最大 500件） 
 
検索結果を表示している画面で，「印刷」，「ファイルへ保存」，「e-mail送信」したいデータをチェ
ックします。 
 
○ 検索結果画面 

 
 
「Mark:」の箱の中は以下のように指定します。 
・ チェックしたデータのみを対象としたい場合 
「Selected Records」をチェックします。 （デフォルト） 
 
・ 表示されているページすべてを対象としたい場合 
「All Records on this page」をチェックします。 
表示されているデータのみにチェックが入ります。他のページのデータにはチェックは

入りません。 
・ まとめて指定したい場合 
「Records [   ] to [   ]」をチェックし，データの番号を入力します。 

 
チェックが終わったら，「SUBMIT」ボタンを押します。 
チェックしたデータは，ログアウトするまで保存されるので，さらに検索を行って，データ

を追加することができます。 
 
「SUBMIT」ボタンを押すと画面上部に「MARKED LIST」というボタンが表示されるので
それをクリックします。 

 

チェックし終わ

ったら SUBMIT 

チェックする 
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○ 検索索結果画面の上部 

 
 
 
○ マークリストの一覧画面 
 

 
 
・ 「Step 1」で出力する項目を指定してから， 
 
・ 「Step 2」で処理を実行します。 
 ・画面表示（「FORMAT FOR PRINT」）の場合 

 1.「Field Tagged」（フィールド名を表示し，フィールドごとに改行） 
 2.「Bibliographic」（いわゆる参照文献の表示形式） 
   から選択し，「FORMAT FOR PRINT」ボタンを押すと，整形した画面となるので画面右
上の「Print」ボタンを押すと，プリンタへ印刷できる。 

 
・ファイルへ保存（「SAVE TO FILE」）の場合 

  1.「Tab Delimited (Windows)」（ウィンドウズのタブ区切形式） 
 2.「Tab Delimited (Mac)」（Mac用のタブ区切形式） 
 3.「HTML」（HTML形式） 
   から選択して，「SAVE TO FILE」ボタンを押すと，「ファイルへ保存」の窓が開きます。 

クリック 

出力する項目

を指定して 

出力 
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   「タブ区切形式」のファイルは，Excel等へ読み込んで，編集・加工することができます。 
   タグは，2文字に短縮された形式でファイルへ保存されています。 
   また，「EXPORT TO REFFERNCE SOFTWARE」をクリックすると，EndNote等に取り
込むことができる RIS形式でダウンロードできます。 

 
・メールで送信（「E-MAIL」）場合 

1.「Plain Text」（フィールド名 2文字，フィールドごとに改行） 
2.「HTML」（フィールド名 2文字，フィールドごとに改行の HTML形式） 

   を選び，「E-mail records to:」に送信先メールアドレスを入力して，「E-MAIL」ボタンを
クリックします。 

 
 
 
○ Web of Scienceについての参考文献 
・ ISI社のセミナーガイド 
クイック・リファレンス・カードとともに，Web of Scienceの製品サポートのページ 
 http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/support.shtml 
からダウンロードできます。 

PDF形式 
   http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/userguides/sem-wos.pdf 

doc（Word文書）形式 
   http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/userguides/sem-wos.zip 
 
・ ISI社のクイック・リファレンス・カード 

http://www.thomsonscientific.jp/products/wos/qrc/wos_qrc_oct02.pdf 
 
・ 「Web of Scienceの使い方」 （理学研究科 見延先生） 

http://www.ep.sci.hokudai.ac.jp/~poc/web_of_science/ 
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JCRを使う 
 

JCR（Journal Citation Reports）は，引用データを基にして学術雑誌の統計的評価を調べること
ができるデータベースです。 
 
○ JCRのつかいみち 
・ 特定の研究テーマについて影響力の大きな雑誌を見つける。 
・ 投稿先の雑誌を選ぶために。 
・ 雑誌の収集のための参考資料 
 
 
○ 収録範囲 
 Web版 JCRでは 2000年以降のデータを検索することができます。 
 1999年以前のデータは，参考閲覧室にある冊子体をご利用ください。 
 
 
○ JCRの使用方法 
 
・「Journal Citation Reports」をクリックして GO。 
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○ 検索方法の選択画面 

 
 
 利用するデータベース（この例は「JCR Science Edition」）とデータ年「2001年」を選択し，
検索方法（「Search for a special journal」）を選択して，「SUBMIT」をクリックします。 

 
○ Journal Search画面 

 
 
・ この検索では，「Full Journal Title」（フルタイトル），「Journal Abbreviation」（省略誌名），
「Title Word」（タイトル中の語），「ISSN」から検索できます。 

対象年（2000年以降）
とデータベースを選択 

検索の方法を

選択 

SUBMIT 
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○ 検索結果簡略表示画面 

 
 
  アンカー表示となっている「誌名」をクリックすると詳細事項を表示します。 
 
 
○ 詳細情報表示画面 

 
 
 



                                     Web of Science        

 - 20 -

表示されている項目の概要は以下のとおり。 
 
1. Inpact Factor （インパクトファクター） 
どれくらい頻繁に引用されたか。 
「Trends」をクリックすると，1999年以降のインパクトファクターの変化を棒グラフで見る
ことができる。 
 

2. Immediately Index （最新文献指数） 
どれくらい早く引用されるか。 

 
3. Cited Half Life （被引用半減期） 
どれくらいの期間引用されているか。 

 
4. Cited Journal （被引用誌） 
どの雑誌から引用されているか。 

 
5. Citing Half Life （引用半減期） 
どれくらい古い論文を引用しているか。 

 
6. Citing Journal （引用誌） 
どの雑誌を引用しているか。 

 
7. Source Data （ソースデータ） 
掲載されている論文の種類。レビュー論文は引用論文が多くなる傾向がある。 

 
 
 
 
○ JCRについての参考文献 
・ ISI社のセミナーガイド 
クイック・リファレンス・カードとともに，JCRの製品サポートのページ 
 http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/support.shtml 
からダウンロードできます。 

PDF形式 
   http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/userguides/sem-jcr-2-0-1002j.pdf 

doc（Word文書）形式 
   http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/userguides/sem-jcr-2-0-1002j.zip 
 
・ ISI社のクイック・リファレンス・カード 

http://www.thomsonscientific.jp/products/jcr/qrc/jcr_qrc_oct02.pdf 
 
・ M. Amin & M. Mabe, 2000, インパクトファクター : 利用と誤用,  

Perspectives in Publishing 2000(1), 1-6 
 http://japan.elsevier.com/sdsupport/impactfactor.pdf 

 
 
 
 
 
 
 

 


